
 

別名 

 
 

おおくに・たかまさ ののぐち・たかまさ 

 

藩校誠之館講師、国学者、津和野藩士 

 

経 歴 

生：寛政４年（１７９２年）１１月２９日、江戸津和野藩邸生まれ 

没：明治４年（１８７１年）８月１７日、享年８０歳、東京赤坂霊南坂陽泉寺に葬る 

文化５年（１８０８年） １５歳 平田篤胤の門人となる 

文化７年（１８１０年） １７歳 昌平黌に入って古賀精里の指導を受ける 

文化８年（１８１１年） １８歳 昌平黌で舎長 

－ － 長島藩主増山雪斎に絵画を学ぶ 

－ － 菊池五山に師事し詩を学ぶ 

文化８年（１８１１年） １８歳 昌平黌をやめる 

－ － 村田春門の門に入り音韻学を修める 

文政元年（１８１８年） ２６歳 家を継ぐ、祐筆 

文政元年（１８１８年） ２７歳 長崎へ遊学 

文政１２年（１８２９年） ３７歳 大納言武具役 

文政１２年（１８２９年） ３８歳 脱藩亡命、姓を野之口と改める 

天保４年（１８３３年） ４１歳 江戸において国学を講義 

天保８年（１８３７年） ４５歳 播磨国小野藩の帰正館で教導（５年間） 

天保１２年（１８４１年） ４９歳 京都において家塾「報本学舎」を開く 

嘉永元年（１８４８年） ５６歳 姫路の和学校好古堂で国典を講ずる 

嘉永元年（１８４８年） ５６歳 阿部正弘に招かれ、福山藩の子弟に皇学を講義する 

嘉永元年（１８４８年） ５６歳 『倭魂』２巻を著す 

嘉永４年（１８５１年） ５９歳 関白・鷹司政通にわが国の古典を講ずる 

嘉永５年（１８５２年） ６０歳 津和野藩へ復帰、藩校養老館で多くの人材を養成 

安政２年（１８５５年）７月 ６３歳 福山に滞在し誠之館皇学寮で皇学を講じた 

文久２年（１８６２年）１２月 ７０歳 石見国邇摩郡大国村に至り、大国主命の故跡を発見し、その

神社を再建させて姓を大国と改める 



明治元年（１８６８年）３月 ７６歳 徴士となり内国事務局権判事 

明治元年（１８６８年） ７６歳 神祗事務局権判事 

明治３年（１８７１年）１０月 ７８歳 宣教師御用掛 
 

 

生い立ちと学業、業績 

大国隆正は、幕末維新期の国学者であり津和野藩士。 

隆正、はじめ秀文・のち秀清。字は子蝶、通称は薫太郎・薫一郎・総一郎・仲衛・一造・総一

郎・匠作・正作・仲・仲蔵・仲司、号は載雪・天隠・天陰・如意・如意山人・佐紀乃屋・葵園・居

射室・居射堂・真瓊園（まにえん）・竹屋・天桂山人などと称した。 

 

寛政４年（１７９２年）１月２９日、江戸津和野藩邸で生まれた。 

父は津和野藩士今井秀馨ではじめ今井秀文・今井秀清を名乗った。 

今井氏はもと野之口姓であったので、父の没後野之口姓に復し、晩年大国氏に改めた。  

 

文化３年（１８０６年）１５歳のとき平田篤胤の門人となり国学を修め、また昌平黌に入って古賀

精里（こが・せいり）の指導を受けた。 

また長島藩主増山雪斎に絵画を学び、詩は菊池五山に師事した。 

文化７年（１８１０年）昌平黌をやめ、本居宣長の門人である村田春門（むらた・はるかど）の門に入

る。 

書を父秀馨に習い、また村田春門の影響を受け、草書および仮名交りの書を能くした。 

文政元年（１８１８年）長崎へ遊学し、西洋理学を研究して本教神理学の学派をたてた。 

文政１２年（１８２９年）脱藩亡命、姓を野之口と改めた。 

 

天保７年（１８３６年）播磨国小野藩主一柳末延に招かれ、翌年同地に帰正館を創設し、藩主

および藩の子弟に和漢の学を教授した。 

天保１２年（１８４１年）京都に移って報本学舎を開き、尊皇敬神と誠を核とする教えを説き、そ

れを「本教」「本学」と名づけて京坂の地に講じ、名声を得た。 

 

その後、姫路藩に招かれ、また嘉永元年（１８４８年）阿部正弘に招かれ、藩の子弟に皇学を

講義したが、そのころの隆正の著書「倭魂（やまとごころ）」が藩儒江木鰐水の反発にあい、危うく

罪を得んとしたこともあった。 

 

嘉永４年（１８５１年）、亀井藩主の希望で津和野藩へ復帰、京都において藩校養老館を監督

した。 

 

安政２年（１８５５年）７月、福山に滞在し誠之館皇学寮で皇学を講じた。 

 

文久２年（１８６２年）、石見国邇摩郡大国村に至り、大国主命の故跡を発見し、その神社を再

建させて姓を大国と改めた。 



 

明治元年（１８６８年）には、神祗事務局権判事をつとめ、神仏分離や廃仏毀釈などの神道主

義政策を指導し、神祗行政に大きな影響を与えた。 

明治３年（１８７１年）３月には宣教師御用掛に転じた。 

 

著書に『古伝通解』、『矮屋一家言』などがある。 

 

門下には、鈴木重胤、宇陀春邨、玉松操、師岡正胤、青柳武雄、福羽美静、岡熊臣、片岡正

占らがいる。 

 

明治４年（１８７１年）８月１７日没、享年８０歳。東京赤坂霊南坂陽泉寺に葬る。   （出典１）～

（出典９） 

 

誠之館所蔵品 

管理№ 氏  名 名   称 制作／発行 日 付 

０００５７ 大国隆正 書 和歌「紅葉」 － － 

０５３１２ 大国隆正 書 和歌「出づるかと」 － － 

０４４１８ 野之口隆正 著 「鞆の泊りの保命酒は」 － － 

ｔ０４３０ 大国隆正 書 和歌「松」 － － 

ｔ０４４０ 大国隆正 書 和歌「竹」 － － 

００２６５ 野之口隆正 著 『三道三欲昇降図説』 － 安政３年（１８５６年） 

００２６６ 野之口隆正 著 『憐駁者』 － 安政３年（１８５６年） 

０３０６０ 奈良本辰也 編 『日本の藩校』、「養老館－津和野藩」 淡交社 昭和４５年 

０５５６５ 森繁夫 著 『人物百談』 三宅書店 昭和１８年 

０６７６１ 松島弘 著 
『津和野ものがたり８ 藩校養老館－哲学

者西周 文豪森鴎外を生んだ藩校－』 

津和野歴史

シリーズ 
平成１２年 

 

出典１：『国史大辞典２』、５４０頁、吉川弘文館編刊、昭和５５年７月１日 

出典２：『誠之館記念館所蔵品図録』、６８頁、福山誠之館同窓会編刊、平成５年５月２３日 

出典３：『誠之館百三十年史（上巻）』、108･109 頁、福山誠之館同窓会編刊、昭和６３年１２月１日 

出典４：『明治維新人名辞典』、１８０頁、日本歴史学会編、吉川弘文館刊、昭和５６年９月１０日 

出典５：『福山学生会雑誌（第８５号）』、付１０頁、福山学生会事務所編刊、昭和１２年１２月３１日 

出典６：『今昔物語 福山の歴史（上巻）』、２２５頁、村上正名著、歴史図書社刊、昭和５３年１１月２０日 

出典７：『人物百談』、４８４頁、「野之口隆正の戯歌」、森繁夫著、三宅書店刊、昭和１８年７月１５日 

出典８：『日本の藩校』、１９７頁、「養老館－津和野藩」、高野澄著、奈良本辰也編、淡交社刊、昭和４５年２月２８日 



出典９：『津和野ものがたり８ 藩校養老館－哲学者西周 文豪森鴎外を生んだ藩校－』、４３頁、「津和野本学としての国学」、

松島弘著、津和野歴史シリーズ刊行会刊、平成１２年８月 

２００５年２月１７日更新：経歴・出典●２００５年１月１９日更新：所蔵品●２００５年１月２０日更新：所蔵品●２００６年２月２４日更

新：レイアウト・写真・本文・所蔵品・著書●２００６年６月１６日更新：タイトル・所蔵品●２００７年１月１７日更新：経歴・本文・著

書・出典●２００７年７月１２日更新：本文・出典●２００８年２月６日更新：経歴・本文●２００８年１１月１７日更新：経歴・本文・出

典●２００９年１月９日更新：写真・誠之館所蔵品●２００９年１月１９日更新：誠之館所蔵品●２００９年１月２０日更新：本文・誠

之館所蔵品・出典●２０１０年１月２７日更新：本文・誠之館所蔵品・出典●２０１０年９月１７日更新：誠之館所蔵品●２０１１年１

０月６日更新：経歴・本文・誠之館所蔵品・探しています・出典●２０１６年２月１９日更新：レイアウト・経歴・本文● 

 


